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イ
ラ
ク
へ
の
自
衛
隊
派
遣

は
合
理
的
で
適
切
な
判
断
だ

と
思
う
。
テ
ロ
リ
ス
ト
は
必

ず
自
衛
隊
を
狙
っ
て
く
る
。

小
泉
首
相
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に

出
た
と
も
言
え
る
。
だ
が
、

外
交
官
が
殺
害
さ
れ
た
直
後

で
も
あ
り
、
こ
の
決
定
を
米

国
は
高
く
評
価
す
る
だ
ろ

う
。
日
米
当
事
者
の
聞
に
信

頼
感
が
生
ま
れ
た
。
こ
の
信

頼
感
は
、
北
朝
鮮
問
題
な
ど

ア
ジ
ア
の
難
題
に
関
し
て
、

米
国
が
深
く
コ
ミ
ッ
ト
し
て

く
れ
る
と
い
う
担
保
と
な

り
、
日
本
の
大
き
な
政
治
的

資
産
に
な
る
。

9
・
U
テ
ロ
に
よ
っ
て
、

戦
時
と
平
時
の
区
別
が
あ
い

足早集中---'JJ 
だ
。
こ
の
「
憲
法
」
に
合
わ

せ
て
、
変
え
る
べ
き
は
九
条

の
条
文
の
方
だ
。
戦
力
を
保

持
し
な
い
と
い
う
規
定
を
改

め
て
自
衛
隊
を
国
防
軍
と
す

申

る

。
日
本
の
民
主
主
義
の
た

一
守
め
に
も
、
憲
法
改
正
の
手
続

一
き
を
踏
む
こ
と
に
大
き
な
意

義
が
あ
る
。口圃
園
口

日
本
は
今
後
、
平
和
主
義

の
理
念
を
ど
う
生
か
し
て
い
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ま
い
に
な
っ
た
。
米
国
は
こ

れ
に
対
応
し
て
、
テ
口
組
織

に
対
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
テ

ロ
と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ

る
国
家
に
は
先
制
攻
撃
で
予

防
戦
争
を
仕
掛
切
る
戦
略
に

転
換
し
た
。
こ
れ
が
イ
ラ
ク

戦
争
だ
。通
常
戦
力
で
唯
一
、

世
界
で
突
出
し
た
軍
事
力
を

持
つ
米
国
が
、
自
衛
権
を
発

動
し
先
制
攻
撃
の
戦
略
を
と

っ
た
こ
と
は
、

冒
険
主
義
的

な
国
家
や
テ
ロ
支
援
国
家
へ

の
大
き
な
抑
止
力
に
な
る
。

米
国
が
、
し
ば
し
ば
機
能
し

な
い
国
連
に
制
約
さ
れ
な
い

自
衛
権
を
持
つ
こ
と
は
、
日

本
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
だ
。

日
本
を
取
り
巻
く
ア
ジ
ア

の
状
況
は
、
北
朝
鮮
が
あ
り
、

中
国
が
あ
り
、
潜
在
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
脅
威
が
あ
る
。
E

U
(欧
州
連
合
)
の
よ
う
に

相
互
に
安
全
が
保
障
さ
れ
て

い
る
状
態
と
は
ほ
ど
遠
い
。

ど
う
し
て
も
米
国
の
存
在
が

必
要
だ
。
米
国
と
協
調
し
て

い
く
こ
と
が
、
当
面
、
日
本

の
利
益
に
な
る
。

口
園
田
口

世
界
の
自
由
主
義
経
済
の

秩
序
を
維
持
し
、
世
界
の
紛

く
か
。
紛
争
・
戦
争
の
根
源

を
見
詰
め
、
憎
し
み
が
生
ま

れ
る
条
件
を
時
聞
を
か
け
て

取
り
除
い
て
い
く
こ
と
だ
。

出
界
の
経
済
格
差
、
絶
望
の

解
消
が
必
要
だ
。
九
条
は
単

に
、
日
本
は
戦
争
を
始
め
ま

せ
ん
と
言
っ
て
い
る
だ
げ
。

平
和
を
つ
く
り
出
す
に
は
全

く
不
十
分
だ
。
世
界
中
か
ら

資
源
を
輸
入
し
繁
栄
し
て
い

る
固
と
し
て
、
虫
の
い
い
話

だ

日
本
は
米
国
に
ゲ
タ
を
預

げ
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
世

界
に
関
与
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。
関
与
の
方
法
に
は
軍

事
、
経
済
、
文
化
が
あ
る
。

軍
事
で
は
米
国
と
協
調
す

る
。
経
済
で
は
競
争
力
あ
る

産
業
を
育
て
、
文
化
で
は
米

国
に
対
抗
し
た
独
自
の
道
を

歩
む
。
そ
う
い
う
主
体
性
を

発
揮
す
べ
き
だ
。

(聞
き
手
・
熊
谷

3 
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東工大教授

橋爪大三郎さんl
争
に
介
入
す
る
意
思
、
実
力
、

価
値
観
を
備
え
て
い
る
の
は

米
国
だ
け
だ
。
た
だ
し
、
長

期
的
に
は
米
国
の
国
力
は
低

下
し
、
コ
ス
ト
も
負
担
で
き

な
く
な
っ
て
い
く
。
日
米
安

保
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
同
盟
に

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

自
衛
隊
は
普
通
の
軍
隊
と
な

り
、
米
軍
の
世
界
戦
略
と
連

動
し
て

一
体
と
し
て
行
動
す

る
。
そ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
が

-
l

，h
E
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h

l

p
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F
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E

図
的
自
衛
権
行
使
警
に
関
立
大
助
教
授
(
何
)
は
、
菜

園
田
，
‘

d

h
同

盟

哩

・

圃

園

、

，

、

，

‘

z冒
品
田
剛
邑
型
ヨ
回
す
る
解
釈
改
慾
の
雲
が
、
依
存
か
ら
の
離
脱
を
主
張
す

出

乱

、

園

田

園

E
e
a
a
a
a
司
直

2
4
E
E
E
E
E圃
結

果

的

に

警

に

対

す

る

国

る

が

、

解

釈

毒

症

判

す

冒
抑
制

S
F
圃

ZEd-
目
富
田

4品
目

民

の

信

頼

を

慣

な

い

つ

つ

あ

る

点

差

一

五

「護
憲
的
改

-
」

4

園

4
4

4

1

・EE
E

l

-

甲

る

と

い

う

危

機

感

も

あ

る

。

憲

」
に
近
い
部
分
も
あ
る
。

底
近
の
窓
法
改
正
を
め
ぐ
を
挙
げ
る
論
者
は
多
い
。
確
え
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。
て
い
る
。
村
因
果
嗣

・
同
志
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

9

若
者
文
出
芯
ど
に
詳
し
い

9
条
だ
げ
に
焦
点
を
絞
ら

る
践
論
は
、

9
・
日
米
同
時
か
に
戦
争
体
験
V
」
こ
ろ
か
、
論
壇
で
の
議
論
も
、
単
に
社
大
助
教
授
(
羽
)
H国
際
政
条
を
神
霊
視
し
、

「革
新
」

社
会
学
者
の
富
台
真
司

・
都
ず
、
人
権
や
環
境
問
題
岸
』
ア

多
発
テ
口
、
イ
ラ
ク
戦
争
に
米
国
の
占
領
統
治
や
安
保
闘
中
心
が
護
憲
派
か
ら
改
憲
派
治
学

H
6戦
後
生
ま
れ
の
政
の
旗
印
と
し
て
熱
烈
な
論
陣

至
る
国
際
環
境
の
変
化
に
対
争
さ
え
知
ら
な
い
日
本
人
が
に
移
っ
た
わ
り
で
は
な
い
。
治
学
者
の
中
に
は、

9
条
が
を
張
っ
た
冷
戦
期
と
遣
い
、

応
す
る
形
で
進
ん
で
き
た
。
増
え
て
い
る
。
実
際
に
は
、
双
方
と
も
主
張
戦
後
の
日
本
の
安
全
保
障
に
国
際
政
治
の
現
実
を
踏
ま
え

毎
日
新
聞
の
世
論
調
査
で
団
塊
世
代
の
橋
爪
大
三
郎
の
中
身
は
変
化
し
て
い
る
。
果
た
し
た
役
割
を
評
価
す
る
た
意
見
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

も
、
引
年
の
湾
岸
戦
争
を
境

・
東
京
工
業
大
教
授
(
お

)
H

保
守
派
の
自
主
怒
法
事
一
意
見
も
み
Fコ

れ

る

。

な

っ

た

。

に
、
護
憲
、
改
憲
双
方
の
意
社
会
学

H
は

「上
の
世
代
は
支
え
た
の
は
、
占
領
下
の
「押
自
ら
を
「
占
領
を
知
ち
な
代
表
絡
は
、
国
際
法
学
者

見
が
箔
抗
す
る
状
態
か
ら
、
保
革
を
問
わ
ず
平
和
へ
の
共
し
付
け
」
に
対
す
る
反
発
だ
い
世
代
」
と
呼
ぶ
中
西
寛

・

の
大
沼
保
昭

・
東
京
大
教
授

改
怒
四
位
に
転
じ
た
。
感
が
強
か
っ
た
。
今
は
戦
争
っ
た
。
そ
れ
が
戦
前
回
帰
を
京
都
大
教
授
(
引
)
H国
際
政
(
民
)
ち
の
「
捜
憲
的
改
態
論
」

要
因
と
し
て
「
世
代
交
代
」

ア
レ
ル
ギ
ー
の
な
い
人
が
増
志
向
す
る
価
値
観
と
結
び
付
治
学
H
も
「
占
領
改
革
の
是
だ
ろ
う
。

9
条
の
条
文
を
死

さ
、
殺
到
官
派
と
激
し
く
対
立
非
を
論
じ
る
こ
と
へ
の
思
い
守
す
る
考
え
方
で
は
、
不
法

し
た
の
が
、
冷
戦
期
の
基
本
入
れ
が
、
若
い
世
代
に
は
な
な
侵
略
に
対
す
る
函
連
の
下

的
な
情
図
だ
之
、
ぃ
。
合
理
的
に
、
時
代
に
合
で
の
軍
事
行
動
に
参
加
で
き

し
か
し
、
震
近
は
改
窓
派
わ
な
い
も
の
は
変
え
る
と
い
ず
、
態
法
前
文
に
う
た
わ
れ

で
も

「押
し
付
け
」
を
強
調
う
考
え
方
だ
」
と
話
す
。
た
国
際
協
調
主
義
坪
主
実
現
で

し
な
い
論
者
が
優
勢
に
な
っ
対
す
る
霞
寝
派
の
ト

1
ン
き
な
い
と
い
、
コ
主
張
だ
。
集

和
夫
)

は しづめ・だいさぶろう 1948年鎌
九倉市生まれ。専門は理論社会学、宗教
・社会学、現代アジア研究、現代社会論。
著書に「言語派社会学の原理Jr天皇
の戦争責任Jr日本人は宗教と戦争を
・どう考えるか」など。 日米軍事同盟の
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コラ
ー
ジ
ュ
日
比
野
英
志 E・E・-・・・圃圃圃園田圃

で
き
る
こ
と
を
米
国
は
望
ん

で
い
る
し
、
日
本
の
国
益
に

な
る
。
世
界
の
安
定
に
も
寄

与
す
る
。

憲
法
と
の
関
係
は
ど
う

か
。
憲
法
は
政
府
に
向
け
た

明
示
的
な
国
民
の
意
思
の
こ

と
だ
。
自
衛
隊
、
日
米
安
保

条
約
か
容
認
さ
れ
半
世
紀
以

上
が
経
過
し
た
。
こ
の
慣
習

的
な
効
力
も
明
示
的
な
国
民

の
意
思
で
あ
り
、
「
憲
法
」

!
?
に
据
え
よ
う
と
す
る
論
の
倖
形
を
全
く
治
て
r

去
る
の

者
も
出
て
き
た
。
綬
憲
派
の
も
間
遣
い
だ
」
。
平
和
主一
薮
の

t
i
立
場
か
ら
吾
俸
を
自
分
で
滑
神
を
重
視
す
る
考
え
で
あ

ク
悶
雪
」
運
動
を
起
乙
し
た
評
る
。

ーiは
一
-
論
家
の
大
塚
英
志
氏
(
ぬ
)
の
湾
岸
戦
争
以
来
、
日
米
同

士

己
ょ
う
譲
り
泡
み
も
あ
る
。
盟
重
視
の
歴
代
政
権
は
自
衛

一
-d

改
憲
の
流
れ
が
現
実
化
す
る
隊
の
海
外
活
動
の
範
囲
を
徐

L
H
r『
中
で
、
同
じ
土
俵
に
乗
っ
た
々
に
広
げ
、
そ
の
違
憲
性
を

定
二
ノ

う
-
え
で

「実
」
を
取
ろ
う
と
突
く
形
で
怒
法
論
援
が
展
開

ヨ
屯
す
る
勤
き
が
竪
震
の
側
に

さ
れ
て
き
た
。
今
求
め
ち
れ

ず
十
L
F
J

生
ま
れ
て
い
る
と
も
い
え
て
い
る
の
は
、
受
け
身
の
そ

，

、

，

る

。

の

得

し

の

ぎ

で

は

な

い

、

将

;
;
 

]v
d件
、

棟

居
快
行

・
北
海
道
大
教
来
を
見
据
え
た
冷
静
で
着
実

-

授

(ω)H
憲
法
学

H
は
、
窓
な
思
考
だ
ろ
う

o
Hお
わ
り

J
n
wノ
法
を
ダ
イ
エ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー

H

O

H

.
1
s
z

に
例
え
る
。
「
今
の
憲
法
は
、

ζ
の
連
載
は
清
宮
口
克
良
、

冒
四
百
敗
戦
で
骨
と
皮
だ
け
に
な
っ
末
盗
豆

、
及
川
正
也
、
尾

、
¥
・
い
た
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
の
中
香
尚
里
〔
政
治
部
)
瀬
尾

山
県
理
想
メ
ニ
ュ
ー
。
時
代
か
変
忠
義
、
前
川
雄
俊
(
経
済
部
)

-
一
ノ
わ
っ
て
、
ぜ
い
肉
の
付
き
過
大
井
活

一
(
学
芸
部
)
井
上

ぎ
た
日
本
に
は
合
わ
な
い

卓

弥

(
ロ
!
?
支
局
)
が
担

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
型
怨
当
し
ま
し
た
。
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a
y
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a
y
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4
，
 20
0
4
 

足 。 吹
E
v
e
n
 t
h
o
u
g
h
 K
o
i
z
u
m
i
 i
s 
un
-
---.， 

po
pu
la
r
守
wi
th
fe
ll
ow
 L
D
P
 l
aw
-

m
a
k
e
r
s
，
 
h
e
 c
an
 r
e
m
a
i
n
 in
 o
ff
ic
e
〆コ
、

th
an
ks
 e
nt
ir
el
y 
to
 
vo
te
rs
 w
h
o
可
》

r
e
m
a
i
n
 f
ai
th
fu
l 
to
 h
im
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T
ha
t 
is 

th
e 
pu
bl
ic
 m
en
ta
li
ty
 b
eh
in
d 
hi
s 

p
o
p叫
ar
it
y.

T
h
e
 p
op
ul
ar
it
y 
of
 p
o
p
 i
do
ls
 

is 
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se
le
ss
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T
h
e
y
 
su
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en
ly
 

ap
pe
ar
 o
n
e
 d
a
y
 a
n
d
 a
re
 g
o
n
e
 

th
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ne
xt
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w
e
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n
o
w
 it
，
 

on
ly
 
to
 
b
e
 
re
pl
ac
ed
 
b
y
 n
e
w
 

on
es
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N
o
 o
n
e
 c
a
n
 p
re
di
ct
 t
he
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fa
te
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o
i
z
u
m
i
 i
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a
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ti
ci
an
 w
h
o
s
e
 f
ut
ur
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is 
b
e
y
o
n
d
 

組
y
o
n
e
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o
u
g
h
J
a
p
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fu
加
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al
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ma
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s 
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st
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ea
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of
 

do
in
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me
th
in
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ou
t 
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pe
op
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sit
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a
c
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 a
n
d
 t
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nk
 

on
ly
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ut
 t
he
ms
el
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u
c
h
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te
pi
d 
m
o
o
d
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o 
av
oi
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lo
ok
in
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to
出
e
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tu
re
 i
s 
pr
ev
al
en
t 
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J
 
ap
an
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u皿
i
pe
rf
ec
tl
y 
fi
ts
 

th
e 
tr
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d 
of
也
e
t加
es
.
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t
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r
l
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gi
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 c
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re
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b
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r
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 c
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 c
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u
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 d
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 c
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re
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w
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b
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 c
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 d
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b
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ra
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re
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 p
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 p
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 l
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 p
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 b
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.
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h
e
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o
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s 
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e
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p 
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of
 p
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it
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N
o
 p
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ia
n 
k
n
o
w
s
 b
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r 

t
h
a
n
 
K
o
i
z
u
m
i
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f
o
n
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on
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f 
a
 s位
o
n
g
a企
凶
n-
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位
at
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n.
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e 
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e 
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.
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，
 

2
0
0l， 
te
rr
or
is
t 
at
ta
ck
s
，
 h
e
 f
el
l 

in
to
 
st
ep
抗
出
血
e
ch
an
ge
 i
n 

U
.
S. 
po
li
cy
 a
n
d
 w
e
n
t
 o
ut
 o
f 
hi
s 

w
a
y
 
to
 
di
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at
ch
 
th
e 
Se
lf
-

De
fe
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e 
Fo
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es
 
(
S
D
F
)
 t
o 
th
e 

In
di
an
 O
c
e
a
n
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n
d
 I
ra
q 
de
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it
e 
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it
ic
al
 p
ub
li
c 
op
in
io
n.
 B
u
t
 h
is
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te
nt
 
at
ti
tu
de
 
fo
st
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ed
 

pu
bl
ic
位
us
t.

T
h
e
 
pu
bl
ic
 
in
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ea
si
ng
ly
 

w
a
n
t
s
 t
he
 g
o
v
e T
I
l
me
nt
 t
o 
co
n-

c
e
n
t
r
a
t
e
 
o
n
 
s
u
c
h
 
“
fa
r-

re
ac
hi
ng
" 
af
fa
ir
s 
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li
ta
ry
 

組
d
fo
re
ig
n 
po
li
cy
. 
K
o
i
z
u
m
i
 is
 

W
h
e
n
 t
he
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dm
in
is
仕
at
io
n
of
 

P
r
i
m
e
 M
in
is
te
r 
Ju
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「
私
の
視
点
」

H
小
泉
内
閣
の
一
一
一
年

「
改
革
を
や
り
ま
す
」

自

民
党
を
つ
ぶ
せ
」
と
絶
叫
し
た

小
泉
氏
は
、
国
民
の
圧
倒
的
な

人
気
を
背
に
自
民
党
総
裁
に
就

任
。
ね
じ
れ
構
造
を
抱
え
た
小

泉
政
権
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

自
民
党
支
持
が
三

O
%程
度

な
の
に
、
発
足
時
の
小
泉
内
閣

支
持
率
は
八

O
%以
上
。
そ
の

大
半
が
無
党
派
層
で
、
自
民
党

政
治
に
反
対
だ
か
ら
小
泉
を
支

持
し
た
。
政
権
維
持
が
第
一
の

自
民
党
は
、
そ
の
小
泉
人
気
に

乗
っ
か
っ
た
。
反
自
民
の
世
論

に
自
民
党
政
権
が
支
え
ら
れ
る

と
い
う
、
ね
じ
れ
構
造
だ
。

」
の
た
め
小
泉
首
相
の
「
改

革
」
は
、
あ
い
ま
い
で
生
煮
え

てに
な
自つ
民、た
見。

号室
ぶに
し改
て革
しを
まし

つ
て
は
、
政
権
が
崩
壊
す
る
。

か
と
言
っ
て
、
改
革
の
看
板
を

下
ろ
せ
ば
、
国
民
に
そ
っ
ぽ
を

向
か
れ
、
自
民
党
か
ら
も
お
払

い
箱
。
改
革
す
る
の
か
し
な
い

の
か
、
正
体
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
い
の
が
小
泉
流
だ
。

ね
じ
れ
構
造
の
小
泉
政
権
は

過
渡
的
な
政
権
で
あ
る
。

小
選
挙
区
制
に
な
っ
て
、
自

民
党
の
派
閥
の
力
が
弱
ま
り
、

N
O
O
A
H
・h
p当日

N

×
h

ニ∞∞

党
首
の
顔
が
重
要
に
な
っ
た
。

党
内
基
盤
が
弱
く
て
も
、
無
党

派
層
を
取
り
込
め
れ
ば
、
政
治

力
を
発
揮
で
き
る
。

T
V映
り

が
よ
く
、
改
革
を
や
り
そ
う
な

顔
つ
き
の
小
泉
首
相
は
、
野
党

に
政
権
を
ゆ
だ
ね
る
決
心
の
つ

か
な
い
国
民
に
と
っ
て
、
安
心

で
き
る
選
択
だ
っ
た
。

そ
ん
な
小
泉
政
権
が
、
お
お

か
た
の
予
想
を
越
え
て
三
年
も

続
い
て
い
る
。
そ
の
秘
密
は
何

だ
ろ
う
。
」
れ
と
い
っ
た
実
績
は
思
い

浮
か
ば
な
い
。
国
債
三

O
兆
円

の
約
束
は
ホ
ゴ
に
な
っ
た
。
道

路
公
団
民
営
化
も
年
金
改
革
も

中
途
半
端
。
郵
政
民
営
化
の
先

行
き
も
不
透
明
だ
。
雇
用
も
厳

し
い
。
景
気
は
や
や
持
ち
直
し

た
が
、
民
間
の
が
ん
ば
り
の
お

か
げ
で
あ
る
。
日
本
は
ま
だ
、

九
0
年
代
以
来
の
泥
沼
で
も
が

い
て
い
る
。

小
泉
首
相
の
本
領
は
、
政
策

よ
り
、
鋭
い
政
治
感
覚
だ
。

ま
ず
、
政
権
の
基
礎
は
安
定

し
た
日
米
関
係
だ
と
肝
に
銘
じ

て
い
る
。
九
・
一
一
以
降
、
ァ

メ
リ
カ
の
政
策
転
換
に
歩
調
を

合
わ
せ
、
無
理
で
も
イ
ン
ド
洋

や
イ
ラ
ク
に
自
衛
隊
を
派
遣
し

た
。
靖
国
神
社
で
も
目
先
を
考

え
ず
、
頑
固
な
と
こ
ろ
を
み
せ

て
い
る
。
橋
本
派
を
切
り
崩
し

て
総
裁
再
選
を
果
た
し
、
人
事

に
も
冴
え
を
み
せ
る
。
リ
ー
ダ

ー
ら
し
く
、
と
っ
さ
の
判
断
で

見
苦
し
い
へ
マ
は
し
な
い
。

小
泉
氏
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

は
、
首
相
向
き
だ
。
墨
局
権
力

者
は
孤
独
な
も
の
で
あ
る
。
ふ

つ
う
、
首
相
に
な
っ
て
し
ば
ら

く
す
る
と
、
精
神
的
重
圧
で
人

相
が
悪
く
な
る
。
だ
が
小
泉
首

相
は
、
も
と
も
と
人
づ
き
あ
い

が
嫌
い
で
、

一
人
に
慣
れ
て
い

た
。
首
相
の
孤
独
を
楽
し
ん
で

い
る
ふ
う
が
あ
る
。
同
じ
Y
K

K
で
も
、
仲
間
を
集
め
て
小
派

闘
を
率
い
、
濃
い
人
間
関
係
に

足
を
と
ら
れ
る
タ
イ
プ
の
加
藤

氏
や
山
崎
氏
と
は
違
う
。
田
中

真
紀
子
外
相
を
更
迭
し
た
り
、

抵
抗
勢
力
と
手
を
結
ん
だ
り
が

平
気
で
で
き
る
。

小
泉
首
相
は
、
歴
代
総
理
に

前
例
の
な
い
タ
イ
プ
だ
。
支
持

率
は
ま
だ
約
五

O
%。
国
民
は

何
を
支
持
し
て
い
る
の
か
。

か
つ
て
の
よ
う
な
小
泉
内
閣

へ
の
幻
想
は
、
も
う
な
い
。
代

わ
り
が
い
な
い
と
い
う
消
極
的

支
持
が
増
え
た
。
無
党
派
層
の

支
持
が
減
っ
て
、
旧
来
の
自
民

党
政
権
に
近
づ
い
て
き
た
。

八
月
の
参
院
選
は
乗
り
切
れ

¥/7 

る
だ
ろ
う
。
そ
の
あ
と
の
小
泉

政
権
は
、
ど
う
や
っ
て
求
心
力

を
保
て
る
だ
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
は
、
本
気
で
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
。
ブ
レ
ー
ン
を

使
い
こ
な
し
、
官
僚
を
手
な
ず

け
、
自
民
党
で
指
導
力
を
発
揮

す
る
。
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
、
さ
あ
や
れ
と
言
っ

て
も
無
理
か
も
し
れ
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
憲
法
改
正

に
着
手
す
る
こ
と
。
自
民
・
民

主
両
党
の
協
調
が
必
要
に
な
る

の
で
、
首
相
の
立
場
は
強
く
な

る
。
大
連
立
を
含
む
思
い
切
っ

た
手
を
打
つ
余
地
も
あ
る
。

ど
ち
ら
も
で
き
な
け
れ
ば
、

じ
り
貧
の
ま
ま
賞
味
期
限
を
迎

え
る
。
そ
れ
だ
け
の
政
権
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

小
泉
政
治
は
、
メ
デ
ィ
ア
政

治
、
イ
メ
ー
ジ
先
行
の
政
治
だ

っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
が
い
つ
ま
で

も
実
質
を
伴
わ
な
い
と
、
や
が

て
国
民
も
愛
想
を
つ
か
す
。

そ
の
こ
と
を
一
番
わ
か
っ
て

い
る
の
が
、
小
泉
首
相
自
身
で

あ
ろ
う
。
国
民
は
首
相
が
、
明

確
な
日
本
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

語
る
の
を
待
っ
て
い
る
。

(
は
し
づ
め

だ
い
さ
ぶ
ろ
う

この原稿を書いたあと、担当の吉田貴文記者から、本稿について「社会の側面から書いて

ほしかった」と書き直しの要求があり、結局、別にインタヴューをして吉田記者がまとめ

直すこととなった。 5月1日朝刊に掲載されたのはその原稿で、私は手を加えていない。

(2004. 5. 4) 私としては、没になったこの原稿が本当の原稿であると考えている。

⑧の
，修銭

東
京
工
業
大
学
教
授
・
社
会
学
)「件



1
1ム
「
回
の
参
院
選
の
意
義

ま。
橋
爪
小
東
首
相
が
参
院
選

を
乗
り
き
る
と
、
小
県
政
権
の

ま
ま
続
く
の
か
な
、
と
い
う
雰

囲
気
に
な
る
。
つ
ま
ず
く
と
、

衆
院
解
散
・
総
選
挙
も
見
え
て

き
て
、
自
民
党
内
で
は
「
小
泉

さ
ん
で
は
戦
え
な
い
」
と
い
う

声
が
出
て
く
る
だ
る
つ
。
小
泉

政
権
八
の
中
間
信
任
投
票
の
意

味
が
あ
る
。

ー
政
治
の
現
状
を
ど
う
見

て
い
る
つ

参院選を問う

はしづめ だいさぶろう

橋爪大三郎氏
東京工大教授。社会学。
東大大学院修了。著書に「民
主主義は最高の政治制度で
あるJ r言語/性/権力」
など。 55歳。

橋
爪

第
一
は
、
衆
院
に
比

例
代
表
選
の
部
分
が
あ
る
こ
と

だ
。
こ
の
た
め
に
少
数
覚
が
存

続
し
て
政
権
の
キ
ャ
ス
チ
ン
グ

ボ
ー
ト
を
握
る
と
い
う
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
状
況
が
生
ま
れ
て

い
る
。
衆
院
は
単
純
小
選
挙
区

制
に
す
べ
き
だ
。

第
二
に
、
政
党
の
側
が
時
代

の
変
化
に
十
分
に
追
い
つ
い
て

で
の
聞
だ
け
が
選
挙
だ
と
い
う

考
え
方
を
や
め
て
、
予
備
選
な

ど
、
候
補
者
選
び
の
段
階
か
ら

有
権
者
が
加
わ
っ
て
い
け
る
シ

ス
テ
ム
を
作
る
べ
き
だ
。
選
挙

区
内
に
た
く
さ
ん
サ
ポ
1
タ

!

の
集
団
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
に

よ
っ
て
党
の
足
腰
を
強
め
て
い

く
。
民
主
党
な
ど
、
今
は
国
会

の
外
に
は
党
は
な
い
も
同
然
の

生
活
に
直
結
す
る

橋
爪
衆
院
の
小
選
挙
区
制

導
入
に
、
私
は
大
賛
成
し
た
。

政
権
交
代
こ
そ
、
有
権
者
が
主

体
性
を
示
す
方
法
で
あ
り
、
そ

の
道
を
開
く
と
考
え
た
か
ら

だ
。
歩
み
は
遅
々
と
し
て
い
る

が
、
そ
の
方
向
に
進
ん
で
き
て

い
る
と
思
う
。た
だ
不
十
分
だ
。

ー
ー
な
ぜ
な
の
か
。

い
な
い
。
政
治
が
国
民
の
手
に

取
り
戻
さ
れ
た
よ
う
な
感
じ
が

し
た
の
は
、
二
O
O
一
年
の
自

民
党
総
裁
選
で
は
な
い
か
。
ど

こ
そ
こ
の
県
で
予
備
選
の
開
票

が
あ
り
小
泉
さ
ん
が
勝
っ
た
、

こ
れ
で
ど
う
な
る
、
と
大
変
に

関
心
が
集
ま
っ
た
。

政
党
は
、
公
示
か
ら
投
票
ま

一「

よ
う
な
も
の
。
自
民
党
よ
り
先

に
そ
れ
を
や
ら
な
け
れ
ば
、
民

主
党
が
政
権
を
と
る
の
は
離
し

い
の
で
は
な
い
か
。

l
l
一
方
で
、
有
権
者
の
政

治
離
れ
が
進
ん
で
い
る
。

橋
爪
生
活
が
盟
か
に
な

り
、
「
投
票
な
ど
し
な
く
て
も

政
治
に
変
化
は
な
い
し
、
自
分

参
院
選
が
、
二
十
四
日
公
示
、
来
月
十
百
投
開
票
の
予
定
で
行
わ
れ
る
。
首
相
退
陣
に
結

び
つ
い
た
こ
と
も
あ
る
参
院
選
は
、
政
権
に
と
っ
て
の
鬼
門
。
衆
院
と
の
違
い
が
不
鮮
明
な
た

め
参
院
不
要
論
も
く
す
ぶ
る
。
今
回
の
参
院
選
の
意
義
は
何
か
、
政
党
は
有
権
者
に
ど
う
向
き

合
う
べ
き
か
な
ど
を
聞
い
た
。
聞
き
手
・
解
説
部
笹
森
春
樹
、
吉
田
和
真

党
が
、
ど
う
い
う
人
物
を
国
会

に
送
ろ
う
と
し
て
い
る
か
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
打
ち
出
す
ペ

&
弓
自
民
党
が
業
界
代
表
を
候

の
生
活
に
も
影
響
が
な
い
。
そ

れ
な
ら
政
治
に
関
心
を
持
つ
だ

け
バ
カ
バ
カ
し
い
」
と
い
う
考

え
方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

自
分
の
投
票
行
動
に
よ
っ
て

政
治
が
変
わ
り
、
自
分
の
生
活

に
す
ぐ
さ
ま
影
響
が
出
て
く
る

と
み
ん
な
が
思
う
よ
う
に
な
れ

ば
、
投
票
率
は
よ
が
る
。
実
際

は
年
金
も
農
気
も
、
元
を
た
ど

ーーーーー...... ‘ 

百一小
」

あ
と
す
べ
て
政
治
だ
。
有
権
者

は
、
ち
ゃ
ん
と
そ
の
あ
た
り
を

わ
か
っ
て
き
つ
つ
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
。

そ
の
感
覚
を
持
て
ば
筒
権
者

は
勉
強
す
る
。
勉
強
の
成
果
を

分
か
ち
合
う
た
め
に
グ
ル
ー
プ

を
作
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

る
。
そ
れ
が
政
党
支
部
に
つ
な

で
い
る
こ
と
と
関
係
し
て
い
る

と
思
う
。
二
大
政
党
制
の
国
で

は
、
投
票
率
は
高
い
数
字
に
な

る
の
が
普
通
だ
が
、
そ
れ
は
二

大
政
党
の
キ
ャ
ン
プ
(
陣
営
)

に
帰
属
感
を
感
じ
る
人
が
多
い

か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
日
本
は
、

二
大
キ
ャ
ン
プ
に
疎
外
感
を
持

つ
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。

1
1今
回
の
参
院
選
の
意
義

を
ど
う
考
え
る
か
。

豊
永
小
泉
首
相
に
対
す
る

信
任
投
票
と
い
え
る
。
各
党
に

と
っ
て
大
事
な
の

…
年
一
…
国
民
が
政
党
を
教
育
す
る

ら
、
国
民
は
「
あ

あ
、
ま
た
や
っ
て
い
る
」
と
感

じ
る
だ
け
。
政
党
不
信
に
手
を

打
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
。
各

補
に
す
る
の
は
、
自
民
党
の
独

自
性
の
一
端
を
示
し
て
い
る
。

な
ら
ば
民
主
党
な
ら
伺
か
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

示
し
た
ら
い
い
。

動
員
も
大
事

だ
。
自
民
党
な
ら

比
例
選
の
候
補
者

を
通
じ
て
業
界
を

固
め
て
い
る
。
だ

っ
た
ら
民
主
党

は
、
市
民
運
動
を

ど
れ
だ
け
選
挙
の

之ooCf-ト(。

昆詞言主主 主主
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玉誉斤

今
回
の
参
院
選
を
二

人
と
も
、
「
小
泉
政
権
へ

の
信
任
投
票
」
と
見
る
。

八
九
年
に
宇
野
首
相
、

九
八
年
に
橋
本
首
相
が
、
選
挙
敗

北
の
責
任
を
と
っ
て
退
陣
し
た
。

参
院
選
の
投
票
率
は
概
し
て
低

く
、
日
%
を
割
り
込
む
こ
と
も
あ

持寸言

とよなが いくこ

豊永郁子氏
早稲田大国際教養学部教
授。政治学。東大法学部助
手、同講師、九州大助教授
など歴任。著書に「サッチ

ャリズムの世紀J0 37歳。

動
員
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
か
、

と
い
う
よ
う
な
点
が
問
わ
れ

る
。
動
員
す
る
過
程
で
、
草
の

根
レ
ベ
ル
で
政
党
へ
の
一
体
感

が
育
っ
て
い
く
。
無
免
派
層
対

策
に
も
な
る
。

|
|
参
院
選
の
結
果
で
首
相

が
辞
め
た
例
が
あ
る
。
第
二
院

と
し
て
お
か
し
く
な
い
か
。

豊
永
そ
れ
は
構
わ
な
い
。

首
相
に
対
す
る
国
民
の
信
任
が

無
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な

ら
、
第

一
党
は
首
相
を
替
え
る

立
場
に
あ
る
と
思
う
。

|
|
近
年
選
挙
の
投
票
率
が

低
下
し
、
特
に
参
院
選
は
低
い
。

豊
永
二
大
政
党
也
が
進
ん

有権者の組織化

各政党の課題に

っ
た
己
投
票
率
の
低
下
は
選
挙
全

般
の
傾
向
だ
。
そ
の
理
由
を
、
豊

永
氏
は
コ
一
大
政
党
化
に
疎
外
感

を
持
つ
人
が
多
い
か
ら
」
と
指
摘

し
た
。
二
大
政
党
佑
を
高
く
評
価

す
る
橋
爪
氏
と
対
照
的
だ
。

た
だ
、
豊
永
氏
は
「
動
員
」
、

橋
爪
氏
は
「
サ
ボ
l
タ
!
集
団
」

な
ど
の
言
葉
で
、
有
権
者
の
組
織

化
を
政
党
の
課
題
と
し
て
挙
げ

た
。
言
わ
ん
と
す
る
の
は
、
各
党

に
共
通
す
る
足
腰
の
弱
さ
の
克
服

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
政
党
が
有
権

者
と
の
一
体
感
を
獲
得
す
る
道
で

あ
り
、
政
治
不
信
、
政
党
不
信
の

解
消
に
も
つ
な
が
ろ
う
。

と
く
に
二
つ
の
政
党
が
党
利
党

略
ば
か
り
で
我
々
の
関
心
事
に

自
を
向
け
て
く
れ
な
い
、
と
い

う
感
覚
が
育
っ
た
ら
最
後
だ
。

|
|
投
票
率
低
木
が
二
大
政

党
化
と
関
係
し
て
い
る
と
な
る

と
深
刻
だ
が
。

豊
永
理
由
は
、
今
ま
で
選

挙
区
で
第
三
党
、
第
四
党
に
投

票
し
て
い
た
人
た
ち
が
選
摂
肢

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の

が
一
つ
。

も
う
一
つ
は
、
第
二

党
の
中
身
が
変
わ
り
、
今
ま
で

第
二
党
に
投
票
し

て
い
た
人
も
選
択

を
失
っ
た
よ
う
に

感
じ
て
い
る
こ
と

だ
。
要
は
、
か
つ

て
社
会
党
を
支
持
し
て
い
た
よ

う
な
人
た
ち
が
投
票
す
る
政
党

を
失
っ
て
い
る
。

|
|
彼
ら
は
民
主
党
支
持
で

が
る
o
そ
う
い
う
好
循
環
が
起

こ
る
と
よ
い
。
政
党
は
手
間
隔

か
け
、

可
能
な
ら
お
金
も
か
け

て
、
こ
う
し
た
動
き
を
育
て
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

|
|
魅
力
あ
る
政
治
家
を
育

て
る
に
は
。

橋
爪

候
補
者
を
公
募
し
て

い
き
な
り
選
挙
に
出
す
の
は
、

泥
縄
だ
。
大
学
在
籍
中
か
卒
業

直
後
の
人
材
を
政
党
が
ス
カ
ウ

ト
し
、
党
本
部
な
ど
に
勤
務
さ

せ
な
が
ら
J

政
治
の
勉
強
を
さ
せ

る
。
そ
の
中
か
ら
選
抜
し
て
選

挙
に
出
馬
さ
せ
る
と
い
う
方
法

を
採
り
入
れ
た
ら
い
い
の

-

1

投
票
日
に
向
け
一
言
。

橋
爪
勉
強
が
間
に
合
わ
な

く
て
も
、
年
金
で
も
向
で
も
、

一
つ
で
い
い
か
ら
、
自
分
に
と

っ
て
穴
事
な
課
題
は
向
か
を
考

え
、
そ
の
た
め
に
役
に
立
つ
選

択
を
す
る
。
そ
し
て
投
票
に
行

っ
て
下
さ
い
。

は
な
い
の
か
。

豊
永
違
う
と
思
う
。
民
主

党
の
若
手
も
、
自
民
党
の
若
手

も
、
競
い
合
う
よ
う
に
し
て
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
(
国
家

主
義
的
)
な
方
向
に
向
い
て
い

る
し
、
二
大
政
党
と
言
っ
て
も
、

理
念
の
違
い
が
見
え
な
い
。

ー
よ
寸
国
会
で
は
年
金
問
題

が
政
争
の
具
に
さ
れ
た
。

豊
永
そ
う
。
貴
重
な
審
議

時
聞
が
加
入
歴
の
問
題
に
費
や

さ
れ
た
o
加
入
歴
の
問
題
も
大

事
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
何
が
重

要
な
の
か
、
国
民
の
多
く
は
判

断
が
つ
い
て
い
た
と
思
う
。

ー

!
参
院
の
有
り
横
を
ど
う

見
る
か
。

豊
永
非
常
に
中
途
半
端

だ
。
日
本
の
衆
参
両
院
は
、
同

じ
よ
う
な
議
席
配
分
の
論
理
が

働
い
て
い
る
か
ら
、
参
院
の
存

在
理
由
が
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

た
だ
、
今
の
制
度
で
も
議
員
の

顔
ぶ
れ
を
工
夫
す
る
余
地
が
あ

る
。
何
か
一
つ
の
運
動
や
テ
ー

マ
で
頑
張
っ
て
い
る
人
を
比
例

の
、
直
革
派
知
事
な
ど
を
選
挙

区
の
候
補
に
し
て
は
ど
う
か
。

|
|
有
権
者
に
一
言
。

豊
永
あ
き
ら
め
ず
、
も
し

政
党
不
信
に
陥
っ
て
い
る
な
ら

人
物
を
見
て
投
票
す
れ
ば
い

い
。
投
票
に
よ
っ
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
す
る
。
そ
う
や
っ
て
国

民
が
政
党
を
教
育
す
る
の
だ
。
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七
月
参
院
選
へ
の
関
心
は
低
い
。

無
党
派
層
を
中
心
に
、
か
な
り
の
有

権
者
が
棄
権
す
る
だ
ろ
う
。

も
と
も
と
参
院
選
は
、
政
権
を
選

択
す
る
衆
院
選
と
違
い
、
争
点
が
は

っ
き
り
し
な
い
。
政
党
他
が
進
ん
で

参
議
院
は
、
衆
議
院
の
コ
ピ
ー
み
た

い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
面
白
み
も
な

い
。
わ
ざ
わ
ざ
投
票
所
に
足
を
運
ぶ

気
持
ち
に
な
り
に
く
い
。

「
中
間
選
挙
」
み
た
い

政
治
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
薄
い
参

院
選
は
、
そ
こ
で

「中
間
選
挙
」
み

た
い
な
も
の
に
な
る
。

ア
メ
リ
カ
の
中
間
選
挙
は
、

4
年

ご
と
の
大
統
領
選
に
挟
ま
れ
、
大
統

領
選
に
負
け
た
野
党
が
議
席
を
伸
ば

す
と
い
う
ジ
ン
ク
ス
が
あ
る
。
有
権

者
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
で
あ
る
。
ど
う

せ
政
権
が
変
わ
ら
な
い
な
ら
、
せ
い

ぜ
い
政
権
へ
の
不
満
を
表
明
し
て
お

こ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

今
回
の
参
院
選
に
は
、
こ
う
し
た

感
覚
も
働
く
だ
ろ
う
。
低
投
票
率
だ

島
と
し
て
も
、
自
民
党
は
前
回
の
よ
う

な
大
勝
を
望
め
な
さ
そ
う
だ
。

小
泉
首
相
は
、
去
年
の
総
選
挙
を

乗
り
切
っ
た
あ
と
、
七
月
の
参
院
選

を
目
標
に
準
備
を
進
め
て
き
た
。
五

月
に
早
め
た
北
朝
鮮
訪
問
、
六
月
の

サ
ミ
ッ
ト
で
弾
み
が
つ
く
は
ず
だ
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
年
金
未
納
問
題
を

き
っ
か
け
に
国
民
の
怒
り
が
収
ま
ら

ず
、
今
回
は
民
主
党
の
議
席
が
増
え

て
ほ
し
い
と
い
う

有
権
者
が
増
え
て

い
る
。
こ
れ
は
、

一
時
的
な
動
き
で

は
な
し
に
、
小
泉

政
権
の
イ
メ
ー
ジ

与野党ともさぼってる

が
、
「
自
民
党
を
変
え
ま
す
」
「
改

革
を
や
り
ま
す
」
の
改
革
政
権
か
ら

従
来
型
の
自
民
党
政
権
に
、
変
わ
っ

て
き
た
せ
い
だ
と
思
わ
れ
る
。

参
院
選
の
あ
と
、
自
民
党
は
ま
ず

ま
ず
公
明
党
へ
の
依
存
を
強
め
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
。

衆
議
院
で
過
半
数
を
割
り
込
ん
だ

自
民
党
は
、
小
選
挙
区
選
挙
を
勝
ち

抜
く
た
め
、
組
織
票
を
パ
ッ
ク
に
し

た
公
明
党
と
の
連
立
を
選
択
し
た
。

法
案
審
議
を
考
え
る
と
、
参
議
院
で

も
安
定
多
数
を
確
保
す
る
た
め
、
や

は
り
公
明
党
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ

橋爪大三郎
東京工業大教授

る
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
自
民
党
の

派
閥
力
学
が
万
能
で
な
く
な
っ
た
。

小
泉
政
権
は
、
こ
う
し
た
変
化
も
追

い
風
に
な
っ
て
誕
生
し
た
の
だ
っ

た
民
主
党
は
、
自
公
連
立
の
小
泉
政

権
を
攻
め
あ
ぐ
ん
で
い
る
。
寄
り
合

い
所
帯
の
う
え
、
岡
田
代
表
の
指
導

力
も
未
知
数
だ
。
だ
が
長
い
自
で
み

れ
ば
、
民
主
党
の
足
踏
み
状
態
は
、

将
来
の
政
権
獲
得
へ
向
け
た
パ
ネ
に

な
る
だ
ろ
う
。

小
泉

「改
革
」
へ
の
評
価
は
、
お

お
む
ね
低
い
。
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
税
制
改
革
、
年
金
改
革
、

規
制
緩
和
、
ど
れ
も
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
、
わ
か
り
に
く
く
、
生
ぬ
る
い

と
み
ら
れ
て
い
る
。
政
策
の
立
案
や

実
行
の
能
力
が
不
十
分
な
の
だ
。

改
革
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
理
由

は
、
小
泉
首
相
の
指
導
力
不
足
や
、

族
議
員
・
官
僚
の
抵
抗
に
加
え
て
、

連
立
相
手
の
公
明
党
と
調
整
が
必
要

な
た
め
も
あ
る
。
公
明
党
が
反
対
す

る
改
革
は
、
棚
あ
げ
に
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

一
般
に
連
立
政
権
は
、
す
っ

き
り
首
尾

一
貫
し
た
政
策
体
系
を
ま

と
め
る
の
が
困
難
だ
。

民
主
党
は
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
有

利
で
あ
る
。
長
期
的
な
視
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ

な
い
、
合
理
的
な
政
策
を
提
案
で
き

る
。
年
金
を
め
ぐ
る
国
会
の
与
野
党

対
決
も
、

「明
確
な
対
案
の
民
主
党

.
対
・
つ
ぎ
は
ぎ
修
正
の
自
民
党
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
、
国
民
に
訴
え
る
チ

ャ
ン
ス
だ
っ
た
。

民
主
党
の
正
念
場
は
、
目
先
の
議

席
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
し
ば
ら
く
我

慢
で
き
る
か
だ
。
政
策
の
な
か
み
に

こ
だ
わ
る
前
向
き
な
姿
勢
を
貫
き
、

総
選
挙
を
何
回
か
戦
っ
て
、
政
権
獲

得
を
め
ざ
す
。
今
回
の
参
院
選
で
民

主
党
が
た
ま
た
ま
健
闘
す
る
よ
う
な

民
主
党
の
活
路
、
長
期
的
政
策
に

こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は

「
中
間
選
挙
」
、
有
権
者
の
気
ま
ぐ

れ
に
す
ぎ
な
い
。

小
泉
外
交
は
、
参
院
選
の
行
方
を

左
右
す
る
だ
ろ
う
か
。

総
選
挙
の
あ
と
小
泉
首
相
は
、
自

衛
隊
を
サ
マ
ワ
に
派
遣
し
、
北
朝
鮮

を
再
訪
問
し
て
控
致
被
害
者
の
家
族

五
人
を
帰
国
さ
せ
、
サ
ミ
ッ
ト
で
は

イ
ラ
ク
多
国
籍
軍
へ
の
協
力
を
約
束

し
た
。
再
訪
朝
で
支
持
率
は
一

O
%

ほ
ど
は
ね
上
が
っ
た
が
、
す
ぐ
ま
た

元
に
戻
っ
た
。
小
泉
外
交
を
み
る
国

民
の
目
は
酔
め
て
い
る
。

内
政
と
同
様
に
外
交
で
も
、
こ
の

国
の
将
来
を
ど
う
鶴
い
描
け
ば
い
い

の
か
、
方
向
が
見
え
な
い
。
長
期
的

な
プ
ラ
ン
を
提
案
し
、
具
体
的
な
政

策
を
練
り
上
げ
、
国
民
に
訴
え
る
と

い
う
政
治
の
基
本
を
、
与
野
党
と
も

さ
ぼ
っ
て
い
る
。
選
挙
の
争
点
が
ぼ

け
て
し
ま
う
の
も
当
然
だ
。

今
こ
そ
良
識
の
府
に

参
議
院
に
独
自
の
役
割
を
与
え
な

け
れ
ば
、
国
民
の
関
心
を
取
り
戻
せ

な
い
と
思
う
。
手
は
じ
め
に
選
挙
制

度
を
、
衆
議
院
と
別
に
す
る
こ
と
。

はしづめ・だいさぶろう 48年生まれ。社会学者。東京大大学院博士課程修了。著書に『言語
/性/権力J](春秋社〉、『その先の日本国ヘJ]C勤草書房〉、『政治の教室J](PHP新書〉など。
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Dull Upper House needs an extreme makeover 
The public doesn't seem to 
care about the July 11 Upper 
House election. Many unaf-
iliated voters a.re likely to skip 
voting a1together. 
Why the apathy? To begin 
with， unlike Lower House elec側
tions in which voters cast 
ba1lots to choose the adm.inis-
位ation， the crux of Upper 
House elections is vague. With 
the advancement of politica1 
p紅ties，the Upper House has 
come to resemble a weak car-
bon copy of the Lower House. 
Why take the trouble to go 
out and vote if it makes no 
difterence， many people seem 
to仕unk.
Since Upper House elections 
have little impact on politics， 
they tend to be like“midterm 
elections." 

Maintaining a balance 

In the United States， mid-
term elections a.re held be-
tween presidentia1 elections. It 
iso丘ensaid出at也eparty仕1at
lost the presidentia1 election 
increases its number of seats in 
也e立udtermelections thanks to 
voters' inclination to maintain a 
ba1ance. 
A丘era1l， since the govem-
ment is going to stay in power 
for ano出ertwo years， the least 
吐1eunhappy voters can do is 
show their disapprova1 by vot-
ing for the opposition. 
Such psychology may a1so 
affect the upcoming Upper 
House election. Even if voter 
turnout remains low， the Lib-
era1 Democratic party is un-
likely to score a signifi.cant 
victory as it did in the previous 
election. 
After tiding over last year's 
genera1 election， Prime Minis-
ter Junichiro Koizumi has been 
gearing up for the July Upper 
House election. He moved up 
his plans to' visit North Korea in 
May and attended the Group of 
Eight summit in June. Accord-
ing to his scenario， both events 
were supposed to add momen-

tum to his drive. 
Actua1ly， however， revel-
ations about 1由 failureto pay 
into the national pension 
progl'anl set off public anger. 
As . a result， more voters want 
Minshuto (Democratic Party of 
J apan) to increase its seats this 
tlme. 
This is not a passing位end
but a result of the changing 
image of也eKoizumi a也叫nis-
tration. ~乃1en it took off， Ko-
izumi stressed his determi-
nation to change the LDP and 
advance reform. But as time 
went by， his adm.inis位ation
began to resemble出econven-
tiona1 govemments lUl1 by the 
LDP. 
A食erthe Upper House elec-
tion，也e LDP is likely to 
become increasingly depen-
dent on N ew Komeito， its 
ruling coalition par回er.
The LDP， which lost a ma司
jority in the Lower House， 
chose to teanl up with New 
Komeito， which has a s位ong
backing of organizationa1 votes， 
to win single-seat constitu-
encies. In order to pass bills，也e
LDP must secure a stable ma-
jority in the Upper House and 
for仕1at，the cooperation of 
New Komeito is indispensable. 
As a result，仕1eLDP's con-
ventiona1 factiona1 dynamics 
no longer work wonders as 
they did before. Meanwhile， 
Minshuto is unable to mount a 
successful offensive against the 
LDP. 
Minshuto is an odd mixture 
of people who belonged to 
different parties. The com-
petence of Katsuya Okada as 
Minshuto leader is a1so till-
known， and the party now 
appears to be at a standsti11. 
However， 1 expect it to be 
bracing itself for the eventua1 
ta1<eover of仕1eadminis住ation
in fue long run. 
By and 1但~ge， few people 
appreciate KoizUl世“reforms."
Most companies a1so agree仕lat
tax-system reform， pension re-
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form and deregulation are in-
variably too slow， hard to 
understand and half-baked， sur-
veys show. 
The administration needs to 
do a better job of planning姐 d
implementing policies to win 
public support. 
The slow progress of reform 
is partly due to Koizumi's lack 
of leadership， as well as resist幽
担.ce企ombureaucrats and lob-
byist lawma1<ers representing 
specia1 interests. But仕1atis not 
the only reason. 
He needs to compromise 
with出eLDP's coa1ition part-
ner， New Komeito. Therefore， 
he has no choice but to shelve 
refo紅白血atNew Komeito 
opposes. Genera1ly speaking， it 
is difficult for coalition.govem-
ments to form a coherent set of 
policies. 
In comparison， Minshuto has 
an advantage. It is in a position 
to take a longer view and企eely
propose rationa1 policies UllIet司
tered by fue pぉt.
Minshuto took advantage of 
its con企ontationwi出血eru1-
ing coalition in fue Diet over 
pension reform to boost its 
public image. Minshuto gave 
the impression fuat it is a party 
wifu clear-cut policies， unlike 
出eLDP， which only offers 
stopgap measures. 

Minshuto's future depends 
on whether it can show per-
severance for some time witl1-
out regard to ma1<ingimmedi-
ate gains in fue upcoming 
election. If it wants to eventu司
ally. take over the a也凶nis-
位ation，it should stick to a 
positive stance to promote 
policies that it believes in祖 d
undergo severa1 genera1 elec-
tions as a cha1lenger. 
If Minshuto happens to do 
well in the Upper House elec-
tions， it is not more than a 
result of capr・iciousreactions of 
voters in a “midterm election." 
Will Koizumi's foreign policy 
affect the outcome of也eUp-
per House election? 
After last year's genera1 elec-
tion， fue prinle minister dis-
patched the Self-Defense 
Forces (SDF) to Sanlawah in 
southem Iraq;吋sitedNorth 
Korea for fue second time to 
bring to J apan the fanulies of 
abductees; and promised to 
have the SDF cooperate with a 
multinationa1 force in Iraq. 
When he made his second 
由 itto Pyongyang， his approva1 
rating went up 10 percent， but it 
soon dropped to the Sanle level 
as before. The public is casting 
a cold eye on Koizumi's diplo-
macy. 
In bofu domestic釦 dforeign 
affairs， the Koizumi a也ninis・
位ationhas yet to show a clear 
future vision for the nation. 
Proposing long-term plans， 
forming concrete policies and 
presenting fuem to the people 
are essential elements of 
politicking. 
But bo出 rulingand oppo・
sition parties are not making a 
serIous effort to meet that 
basic requirement. N 0 won-
der the issues of the election 
are vague. 
Unless the Upper House is 
given a unique role， 1 don't 
think it can win back public 
interest. 
First， why not adopt an 
election system different 

from that of the Lower 
House? If the Lower House is 
made up of s泊gle-seatcon-
stituencies， theUpper House 
should adopt proportional 
representation， for example. 
Since the ma1<eup of seats is 
different， it can effectively 
check the Lower House. 

House of wisdom 

Furfuermore， it should abol-
ish restraints of party decisions 
and a1low individua1 members 
to vote at their discretion. Only 
when they do can fue Upper 
House be truly ca1led “the 
house of wisdom." 
More fundanlenta1ly， legis-
lation should be left to the 
Lower House. The Upper 
House should concen位ateon 
proposing long-term policies 
and ofuer functions such as 
monitoring adm.inis位ativeaf-
fairs and settlement of ac-
counts. It is a1so important to 
train competent research staff 
so that the Upper House can 
dea1 with the adminis甘ationon
equa1 terms. 
In a parlianlentary Cabinet 
system， parties出athold仕1e
majority in the nationa1 as-
sembly form the government. 
As a result， ruling parties a1-
wayssidewi也出egovernment. 
It presents a problem because 
minority opposition parties are 
left with the task of checl<ing 
the government.τ'he system 
does not a1ways work. Such 
tactics as snail-pacing around 
the ballot box and sωfi1ing are 
me氾虫19less.
1 tl由lkit is time for仕1e
Upper House to transform into 
an institution devoted to moni-
toring government atTairs with-
out regard to which parties 
hold the majority in the Lower 
House. 
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